


　大分県では、令和４年11月に開催された第45回全国育樹祭を契機に、子どもたちに大分の森林・林業について理解を深めても
らうため、中学校学習指導要領（平成29年3月改訂）に沿った大分県森林・林業デジタル副読本を作成しました。
　中学校の技術家庭科技術分野における森林・林業の内容は、小学校で学んだ内容から発展し、主に「A材料と加工の技術」にお
ける材料としての木材、「B生物育成の技術」における森林の成り立ちや森林資源の循環利用について取り上げられています。
　それに加え、近年は木質バイオマス発電や3Dレーザスキャナ技術など、技術科における「Cエネルギー変換の技術」や「D情報
の技術」に関わる事例もあり、大分県の森林・林業を題材として3年間を通じて活用できる副読本としております。
　また、子どもたちひとりに一台のタブレット端末が配備されていることから、大分県の森林・林業に関する映像資料や動画等を
盛り込んだ副読本としております。
　当ガイドブックは、学習を進める際の【ポイント】【解説】【ねらい】を参考に示しています。森林の育成や保護に従事している
人々の工夫や努力、森林資源の分布や果たす役割の学習等において積極的にご活用ください。
　また、地域の森林・林業についてより深く学びたいというご希望がございましたら、大分県農林水産部森との共生推進室、また
は各地域の県振興局へお問い合わせください。

大分県農林水産部森との共生推進室

はじめに

学習指導要領 対応表〈木っとつながる森とくらし／中学校〉
※表中の「副」は副読本「木っとつながる森とくらし」、「ガ」は指導者用ガイドブックのことをさす。
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2

3

ポイント

森林資源の分布に
ついて知ろう

大分県の森林率について
　土地の面積に対する森林の
面積の率「森林率」から、日本
全体が66％(約2/3)、大分県
は71％（全国で18位）と、森林
の占める割合の多い県である
ことを知る。

針葉樹・広葉樹の違い
　大分県内の主な針葉樹・広葉
樹について、その違いを写真で
確認する。
　また、主に住宅用に使用され
るスギ・ヒノキについて知る。

1

森林の種類について
　森林には人工林と天然林が
あり、約半分が人の手で植えて
育てられた人工林であること
を知る。

2

3

参 考 資 料

リンク先 ： 大分県林業統計（県HP）

　大分県の森林の現状（森林率、人
工林と天然林の割合、森林を構成す
る木の種類や割合等）を理解できる
ようにする。

大分県における森林の現状を
理解している。（知識・技能）

評価の視点

ねらいねらい

解  説
  土地の面積に対する森林の面積の率「森林率」は、日本全
体では66％(約2/3)であり、大分県は71％（全国で18位）
と、森林の占める割合の多い県です。
  また、針葉樹、広葉樹について、葉や木目の違いや、木材
としての用途にも違いがあることを確認しましょう。
　また、このような多様な木で構成される森林の働きにつ
いて、次ページから見ていきましょう。

1

対応＜ガイダンス＞

知っている木の名前をあげさ
せ、木にはたくさんの種類が
あることを確認する。

https://www.pref.oita.jp/soshiki/16050/
oitaringyoutoukei.html
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2

4

森林の多面的機能と
生活とのかかわりを
捉えることができる
ようにする

森林全体のイラスト
　私たちの暮らしに関わる
様々な森林の働きがあること
を知る。

地球温暖化防止
　イラストから、私たちの生活
で発生する二酸化炭素を森林
が吸収することを読み取る。

1

洪水緩和と水質浄化
　運動場の土のように固い土
と違って、森林の土壌は隙間の
多い土でできており、雨水をた
め込み、ため込んだ水をゆっく
りと河川に流すことを知る。

2

土砂災害等防止
　イラストから、土の中の根が
土を抱えこみ、土砂崩れが起こ
ることを防いでいることを知る。

3

生物多様性の保全
　森林は遺伝子や生物種、生
態系を保全する機能を持ち、多
くの鳥類、昆虫類をはじめとす
る野生動植物の生息・生育の
場となっていることを知る。

4

解  説
　森林がもつ働きはいくつもあり、これを総称して「森
林の多面的機能」と呼びます。森林には様々な面で私た
ちの暮らしに関わる重要な働きを持っています。
　これら多面的な機能が環境の保全や防災に貢献してい
ることについて捉えられるよう促します。

1

3

ポイント 学習指導要領対応＜B育成生物の技術＞

森林の働きについて知ってい
ることを発表してみよう。

森林の多面的機能と自分たち
の生活を関連付けながら説明
している。
（思考・判断・表現）

評価の視点

2



6

7

レクリエーションや
体験の場
　登山、キャンプ等で森林の中
で活動する気持ちよさを提供
してくれる。

5

快適な生活環境をつくる
　樹木には、大気の浄化、蒸散
による気温調整機能、海から
の潮風を防ぐ防風林としての
機能等がある。

6

木材やしいたけなど
生産の場
　森林から伐り出される木材
や、森林資源を活用して生産さ
れるきのこやたけのこなど林
産物を得ることができる。

7

5

学習指導要領対応＜B育成生物の技術＞

参 考 資 料

リンク先：林野庁HP

トピック

「森林の有する機能の定量的評価」
約70兆円！

参 考 資 料

リンク先：林野庁HP

参 考 資 料

リンク先：林野庁HP

◉森林は二酸化炭素を吸収し、地球
温暖化の防止に貢献しています。

◉水を育む森林の話

参 考 資 料

リンク先：林野庁HP

◉マンガで知ろう！（森の働き）
森林づくり

参 考 資 料

リンク先：大分県椎茸振興協議会

◉大分県は乾しいたけ生産日本一！

https://www.rinya.maff.go.jp/j/
keikaku/tamenteki/con_3.html

https://www.rinya.maff.
go.jp/j/sin_riyou/ondanka/
con_2.html

https://www.rinya.maff.
go.jp/j/suigen/suigen/
con_1.html

https://www.rinya.
maff.go.jp/j/kouhou/
kouhousitu/manga.html

http://www.oita-shiitake.
com/
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学習指導要領対応＜B育成生物の技術・Cエネルギー変換の技術＞ポイント

人工林を育てる技術が
自然環境の保全に貢献
していることを知る

解 説
　間伐前の森林内は、太陽の光が枝で遮られて暗く、地
面の草も生えずに土がむき出しになります。適度に間伐
された森林内には、太陽の光がさして明るく、草や木が
生えて残された木が健康に育つことができ、森林のもつ
土砂災害防止や水源涵養機能といった森林の働きを果た
すことができます。

1.題材の目標の確認
「森林を育てる技術について考えよう」

2.小学校で学んだことを想起させる。
木を植えたことがあるか？

導　入

7.森林を育てる循環を絶やさないこ
　とが、森林の多面的機能を維持する
　大切なものであることを認識する。
・サイクルがどこかで途切れてしまったら
どうなる？

まとめ

学習活動例学習活動例

3.人工林を育成するためには長い
　年月がかかることを理解する。
・木の年輪を数える（実物・写真)。
・イラストから、およそ50年かかって木材
として利用できるようになることを読み
取る。

・間伐の重要性について写真やイラストで
学ぶ。

4.林業に従事する人の仕事に
　ついて知る。

5.林業を支える技術を知る。
　（副読本P5）

6.グラフや写真から大分県の森林の
　現状を読み取る。
・利用期を迎えた人工林が多く、活用され
ず残っていること。
・シカによる森林被害を防ぐため、捕獲や
防除の対策が取られていること。

展　開

他にも省力化、効率化できる部分
はないかな？

動画

大分県の森林・林業の技術につ
いて、林業にかかる作業と技術の
特性を関連付けながら、まとめて
いる。（思考・判断・表現）

評価の視点

参 考 資 料

リンク先：林野庁HP　◉間伐とは？

参 考 資 料

リンク先：林野庁HP　◉林業機械マンガ

https://www.rinya.maff.
go.jp/j/kanbatu/suisin/
kanbatu.html

https://www.rinya.maff.
go.jp/j/tosyo/attach/pdf/
manga-1.pdf

4



　学習指導要領対応＜D情報の技術＞ ポイント

下刈機械、高性能林業機
械、林業用運搬ドローン
　森林の育成において、省力
化、効率化、また安全性の向上
のために新たな技術の導入が
図られていることを知る。

航空レーザ計測、
3Dレーザスキャナ
　航空レーザ計測、3Dレーザ
スキャナなど、レーザを用いた
精密な測量技術により、森林と
いう広く膨大な情報をより高
度に収集、分析することが可能
となっている状況を知る。

　林業における諸課題を解決するた
め、様々な技術が利用されているこ
とを知る。

ねらいねらい

解 説
　炎天下での下刈作業労力の軽減や、苗木やシカネット等を
持って山の斜面を登る負担の省力化など、新たな技術の導入
により林業現場の負担軽減につながることが考えられます。
　これらに掲載した技術は、作業現場の課題解決のために
様々な研究が重ねられ、近年実用化が始まったばかりのも
のです。
　今後は、これらの技術を発展、普及させることにより、林業
の作業効率、生産性、安全性をの向上につなげることが求め
られています。

林業における機械化について、
未導入の労力と導入後の効果
を比較しながら、課題解決のた
めの技術の利用のよさをまと
めている。（思考・判断・表現）

評価の視点

これら機械で、林業に従事する
人はどういったところが改善
されるか、考えてみよう。
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1

2

3

ポイント

木材は再生可能な資源
であることを理解する
木材の循環がカーボン
ニュートラルに貢献す
ることを知る

森林から生み出される木
材の循環を、二酸化炭素
の視点で捉える

1

木質バイオマス発電
　バイオマスとは、再生可能
な生物由来の有機性資源（化
石燃料を除く）。
　その中で、樹木の伐採や造
材の時に発生した枝・葉や製
材工場などから発生する樹皮
やのこくずなどを「木質バイオ
マス」と呼ぶ。

3

カーボンニュートラルとは
　カーボン＝炭素、ニュートラ
ル＝中立という意味。
　カーボンニュートラルは、排
出される二酸化炭素量と、森
林などによる吸収量が同じ量
になること。

2

森林と木材のサイクルの中
で、二酸化炭素はどう動くの
かな？

学習指導要領対応＜B育成生物の技術・Cエネルギー変換の技術＞

参 考 資 料

リンク先：林野庁HP

◉木質バイオマスとは

参 考 資 料

リンク先：大分県椎茸振興協議会

◉漫画で楽しく学ぶ森林・林業・木材
産業の魅力　「木質ペレット」

https://www.rinya.maff.
go.jp/j/riyou/biomass/
con_1.html

https://www.rinya.maff.
go.jp/j/tosyo/attach/pdf/
mokushitu.pdf
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1

2

ポイント

木と炭素の関係
「第二の森林」

1

木材はエコな材料
材料別の製造する過程で排出
される炭素量の比較

2

森林がカーボンニュートラルに
貢献することを理解している。
（知識・技能）

評価の視点解  説
　木材を活用していく中で、木に固定された炭素がどの
ように動いていくのかを学びます。木材が再生可能な資
源であることから、木材の循環を適正に回していくこと
で、カーボンニュートラルに貢献し、私たちのくらしを
守ることにつながります。

・木も高齢化すると二酸化炭
　素吸収量が減少する。

高齢化した木は伐って、新しく
植え替えることが必要。

・第二の森林とは!?
二酸化炭素を固定する機能を
考えたとき、山の森が「第一の
森林」とすれば、伐採したあと
建築物や木製品となっても炭
素を固定し続けるため、これを
「第二の森林」と呼ぶ。

木を使わずにそのままにして
おくと森はどうなる？

　学習指導要領対応＜B育成生物の技術・Cエネルギー変換の技術＞
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学習指導要領対応＜A材料と加工の技術＞ポイント

木材の特性と木造住宅の構造
を関連付けながら、木材住宅
のよさを見出している。
(思考・判断・表現)

評価の視点 解  説
　材料ごとの特性の違いを認識し、また木材の特性が生活
にいかに生かされているか理解します。
　また、本時の木材への理解をベースとして、身の回りの生
活で材料を原因とした課題を設定し、その解決策を構想する
中で木工活動を実施し、解決する学習活動を計画します。

木材の特性を理解し、特
性を生かした使用法に
興味をもつようにする

1.題材の目標の確認
「様々な材料の特性を調べよう」

2.材料の異なる（金属、プラスチック、
木材）スプーン等を実際に触らせて、
触覚による材質の違いを確認する。

導　入

5.木材の特性を生かす方法を考える
本時の学習を通して学んだことを振り返
り、木造住宅が住みやすいと言われる理
由を考える。（木造住宅に住む利点）

まとめ

学習活動例学習活動例

3.木材の特性①～⑨について、
　他の材料との違いを考える。
・木の年輪を数える（実物・写真)。
・バルサ材（世界一軽い木。空隙が多い）
の木片を使って、水につけて端から息を吹
き込んでみる。

・学習机が合板である場合に、実際に合板
ができる様子を動画で見る。

4.木材の特性についてまとめる。
木材の利用例を考えさせる。
特性ごとに、その特性が活かされた身近
な木製品を発表させる。

展　開

バルサの顕微鏡写真等で空隙の
多い素材であることを確認する。

副読本P13　合板会社
（新栄合板　八尋崇さん　動画）
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　学習指導要領対応＜A材料と加工の技術＞

2

ポイント

身の周りにあふれてい
る木材、木製品に気付く

公共施設
・大分県立武道スポーツセン
ターメイン競技場（多目的競
技場）と武道場の天井を支え
るはりは、県産杉を使用して
いる。メイン競技場（多目的競
技場）の無垢材を使用した屋
根構造は、日本最大級の約70
メートルの大スパンである。

・OPAM　大分県立美術館
・大分県立芸術文化短期大学
図書館・音楽ホール

1

解  説
　日本では古くから木を建材として利用してきました。「適
材適所」という四字熟語の語源は、建築現場での木材の使
い分けを表した言葉ともいわれます。木材の特性を活用し
た伝統的技術が、木の文化、和の文化を支えてきました。
　現代では、この技術を応用し、大規模な建築物にも木材
が使用されるようになっている現状を学びます。

1

歴史的伝統建築物
　県内の国宝である伝統建築
物を例示している。
　県内各地に残る歴史的建築
物には木材が使用されている
ことに気付く

2

大分県内の伝統建造物と現代
の木造建造物を比較しながら、
技術の違いや共通点を見いだし
まとめている。
(思考・判断・表現)

評価の視点

トピック

日本初木製ジュエットコースター

城島高原パークの
「ジュピター」

6万本の米松で組み上げた壮
大な美しさを誇る、日本初の木
製コースターです。
（城島高原パークウェブサイトより）

参 考 資 料

リンク先：～木のある暮らし・木の街づくり応援WEBマガジン～　Love Kinohei　ラブキノヘイ

(全国木材組合連合会・全国木材協同組合連合会)

https://love.kinohei.jp/

9



ポイント

森林とSDGｓの関わり
について考える

解  説
　SDGsとは、2015年9月の国連サミットで採択された

「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された
2016年から2030年までの国際目標です。持続可能な世界
を実現するための17のゴールと169のターゲットから構成
されており、「地球上の誰一人として取り残さない」をスローガ
ンに、発展途上国のみならず、先進国も一体となった積極的
な取り組みを進めています。
　森林とSDGｓの関わりを考えるとき、最も直接的なのは

「15陸の豊かさも守ろう」です。ここでは、森林を守り、育て、
利用していくこととSDGsの17の目標との関わりを分類して
掲載しています。

森林の育成や利用とSDGｓを関
連付けながら、自分たちにできる
ことを見いだしている。

（思考・判断・表現）

評価の視点

　森林を守り、育て、利用することが、
私たちのくらしの様々な面でSDGs
の達成につながることに気付くこと
ができるようにする。

ねらいねらい

学習指導要領対応＜A材料と加工の技術＞

参 考 資 料

リンク先：林野庁ＨＰ　◉森林×SDGs

　ＳＤＧｓとは、地球上でみんなが
これから先もずっと暮らし続け
ていくことができるように、世界
の様々な問題について考え、解
決するために決めた目標。

　森林を守り、育て、利用するこ
とが様々なSDGsの達成につな
がる。

「SDGs」を知っている？「SDGs」を知っている？

私たちはどんなことができる
か考えてみよう。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/
kikaku/genjo_kadai/SDGs_shinrin.
html
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ポイント

進路選択・職業選択の
一つとして、自らが森林
づくりや林業に関わる
機会があることを知る

　林業を学ぶことのできる高校
があること、実践的な資格取得等
が可能な林業アカデミーがある
こと、森林づくりのボランティアに
参加する窓口があることを知る。

解  説

　学習指導要領対応＜A材料と加工の技術＞

1

2

3

　各専門組織では、林業や森林についてより専門的に学ん
だり、体験したりすることができます。
　また、県の研究機関である林業研究部、きのこグループで
は、調査・研究、また県内の林業関係者へ技術の普及活動
を行っています。

2
リンク先：おおいた林業アカデミー

参 考 資 料

3
リンク先：大分県森林づくりボランティア支援センター

参 考 資 料

1
リンク先：日田林工高等学校

参 考 資 料

http://kou.oita-ed.jp/hitarinkou/

https://forestry.oita.jp/

http://www.o-midori.jp/
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学習指導要領対応＜キャリア教育 ＞

スギの苗木づくり
　採穂園（さいほえん）と呼ば
れる、挿し木用のスギを育てる
森林から、スギ枝の一部を切
り取り、土に挿して山に植えら
れる大きさまで育てます。

1

森林整備を担う林業会社
　林業会社では、山の所有者か
ら森林管理の委託を受けて植
栽、下刈り、間伐を行ったり、主
伐（最終的に収穫するための伐
採）をして丸太を市場等に搬出
します。

2

先祖から受け継ぐ山を
守る林家
　自ら森林を管理し、伐採等を
行う林家を自伐林家（じばつり
んか）と呼びます。
　林業で働く人々は何世代に
もわたって森林を管理してきま
した。

3

木材をせりにかける
木材市場
　山から運び出され、市場に集
められた丸太を大きさ別、長さ
別、等級別に約30種類に仕分
けして、「せり」にかけて製材所
の人たちなどへ販売します。

4

1

3

2

4
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森林に携わる多様な仕事や生き
方があることを理解している。
（知識・技能）

森林・林業で働く人々の動画や、
これまでの進路学習・職業学習
と自己の適性や興味関心を結び
付けながら、今後の見通しを立
てている。
（思考・判断・表現）

評価の視点

　学習指導要領対応＜キャリア教育 ＞

解  説
　森林や林業に関わる仕事はとても多様です。例えば、森林の
木を植えて育てる人、伐る人、売る人、加工する人、木を利用し
て製品や建築物を作る人、そしてきのこなど林産物を作る人
など、様々な人々 が関わりながら私たちの暮らしに森林の恵み
を届けています。
　それぞれの仕事に関わる人々が、森林や木に関わることを
心地良いと感じています。その仕事が森林を守り、自然環境の
保全につながるという誇りをもって働いています。
　それぞれの立場で働く人々のインタビュー動画を見ること
で、森林や林業に関わる仕事の魅力を感じることができます。

森林資源を活かす
合板（ごうはん）工場
　木材を利用しやすく加工した
合板（ごうはん）は、机や椅子、
屋根や壁など、暮らしの様々な
ところに使われています。

5

木材を加工する
プレカット工場
　昔は大工が建築現場で行っ
ていた加工を事前に工場でプ
レカットしておくことで、工期
の短縮、また材料や廃棄物を削
減することができるようになり
ました。

6

木造住宅を建てる
棟梁/大工
　大工は、木造の家を骨組みづ
くりから家を完成させる職人で
す。棟梁は、これら大工を取り
まとめる責任者です。

7

大分ブランド
しいたけ農家
　大分県には、しいたけ栽培に
利用されるクヌギがたくさん植
えられています。森の恵みであ
るしいたけは、農山村で暮らす
人々の生活を支えています。

8

5

7

6

8
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